
葵区障害者相談支援連絡調整会議
	＜地域課題　地域生活を支える訪問系サービスの不足とニーズに対する調整について＞



	概要
	平成26年４月の制度改正により、重度訪問介護の支給対象が重度の知的障がい者及び精神障がい者に拡大されたが、対応する事業所が限定される。
また、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護の居宅系サービス事業所が人材不足等により休止せざるを得ない現状も散見し、静岡市第４期障がい福祉計画（案）においては、重度訪問介護及び行動援護の供給量について現状維持とする等、障がいのある方の在宅生活を支える大きな柱の一つである訪問系サービスにおける事業所及び人材の確保が大きな課題となっている。

１　相談支援事業所からの課題
(1)居宅介護事業所にヘルパーの支援依頼をしても、人材不足等で断られ、必要なヘルパー派遣の手配ができない。
(2)精神障がい者に対応する居宅介護事業所が少ない。
(3)男性ヘルパーの手配に非常に困難を要する。
(4)ヘルパーが派遣され、サービスが提供されていても、困難ケースになると、事業所が撤退してしまう。
２　居宅介護事業所からの課題
　(1)利用申し込みが土日に集中し、ヘルパーの配置・確保が難しい。
(2)平日は、ニーズにばらつきがあり、ヘルパーの勤務が断続的になる。
　(3)精神障がい者や強度行動障がいのある人の対応が難しい。

　(4)困難ケースについて、相談する先がない。
(5)突然のキャンセルが多い。

	課題解決への提案
	供給量の拡大については、次期障がい福祉計画における行政と事業者の協働による改善を待たなければならないが、利用者側にとっては喫緊の課題であり、現状の中で少しでも利用しやすい環境を整えることについて重点的に触れたい。

１　互いに顔の見える関係が必要
　利用者のニーズに対応するためにも、相談支援事業所と居宅支援事業所の連携
は不可欠である。
利用者のサービス選択に資するため、以下の情報把握が必要
(1)居宅介護事業所等における支援可能な時間帯
(2)居宅介護事業所等における基本的な情報、介護方針(同性介護、精神障がい者の受入れ等)
(3)利用者情報の共有、個別支援に対する共通理解
２　サービス等利用計画と個別支援計画の調整
　利用者の障がい特性への理解、ニーズ把握のためにはサービス等利用計画と個
別支援計画の調整が必要である。
障がい分野は関わる年齢層が幅広いことに加え、様々な障がい特性に応じた専門的な知識や障がい者理解が必要などの難しさがある。そのため支援に携わる居宅介護事業所等のサービス提供上の困難さや課題について理解する必要があり、計画相談事業所には調整力の強化が求められる。
３　モデル事業の試行
「障がい者ヘルパー事業所ネットワーク静岡」と居宅介護支援事業所等が連携し、民間助成団体等の助成金を利用したニーズ調査、連携体制の構築、支援技術の向上について調査研究することも検討していく。

	具体的内容
	障害福祉サービスを提供する居宅介護事業所と計画相談支援事業所、ヘルパー(介護員)の需要と供給の相互関係にある双方が持つ課題解消を図り、より良い関係性を築く方向性を模索するため、次回、相談支援連絡調整会議全体会議において、連携会議を開催し、課題について具体的に検討する。（予定）
■日　時　平成27年３月26日　午後１時30分～４時
■場　所　静岡市中央福祉センター　大会議室
■参加者　静岡市委託相談事業所（指定一般相談支援事業所）
　　　指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所、

居宅介護事業所、関係行政機関等
■内　容　(1)居宅介護事業所の紹介・ＰＲ
　　　(2)各行政区でグループワーク
　　　(3)課題や連携事例の発表



